
基調講演
「会津若松市が想い描くウォーカブル推進都市」

物江 隆之 氏
（福島県会津若松市建設部まちづくり整備課）

「都市再生活動と景観まち育て」

大木 和彦 氏
（福島県須賀川市都市再生推進法人株式会社テダソチマ）

「第１２回、第１３回ふるさとあおもり景観賞」講評

北原 啓司 氏
（弘前大学大学院地域社会研究科長）

パネルディスカッション「ウォーカブルシティと景観整備」

コーディネーター／北原 啓司 氏
パネリスト／物江 隆之 氏、大木 和彦 氏

９．２ 木 １３：３０－１７：００

講演情報

オンライン開催

「Microsoft teams」を使用
応募方法は裏面をご覧ください

問い合わせ先

青森県県土整備部都市計画課
都市計画・景観グループ

TEL 017-734-9681  

E-mail  toshikei@pref.aomori.lg.jp 

景観ホームページ http://www.pref.aomori.lg.jp/life/keikan/keikan-forum.html 

FAX 017-734-8196  



基調講演「会津若松市が想い描くウォーカブル推進都市」

物江 隆之(ものえ たかゆき) 氏

平成７年会津若松市入庁。農林課、土木課（道路建設グループのちに道路建設課）、都市計画課、花と緑
の課（一般的には公園緑地課）を経て、現在、まちづくり整備課に所属。土木課時代は街路整備と市の計画
「人にやさしいみちづくり歩道整備事業」を担当し、バリアフリー化の歩行系ネットワークの構築に努めた。
都市計画課では１０年間景観行政を担当し、市景観条例の制度である「景観協定」地区の支援や「歴史的景
観指定建造物」の保存活用などを担当。市民協働のまちづくりを提唱し、市民の景観形成に対する意識の醸
成に努めた。令和２年度に新設されたまちづくり整備課ではこれまでの経験を活かし、都市基盤整備、街路、
公園緑地などを統括し、ウォーカブル推進都市として人々が歩きたくなるまちづくりをハード・ソフト両面
から推進していきたいと考えている。

大木 和彦(おおき かずひこ) 氏

株式会社テダソチマ代表取締役、須賀川商工会議所常議員、公共社団法人福島県宅地建物取引業協会理事
及び郡山支部副支部⾧。まちづくり会社として令和元年８月１日株式会社テダソチマを設立。令和２年１２
月にはうつくしまの道・サポート制度に関する合意書を締結し、道路の清掃、美化活動等に取り組んでいる。
令和３年１月には須賀川市における空き家バンク運営協定を結び、市と連携・協力を図り、空き家バンクに
登録している物件の調査や売買、ウェブサイトの構築と管理運営、空き家の適正管理などに努めている。

基調講演「都市再生活動と景観まち育て」

氏名 勤務先 連絡先
(電話番号)

メールアドレス
(正確にご記入ください)

令和３年度景観フォーラム参加申込書

〇令和３年８月２５日(水)までにＦＡＸまたはＥメールでお申込みください。

〇お申込み先 １.FAX 017-734-8196 ２.Eメール toshikei@pref.aomori.lg.jp

〇何名様でもお申込みできます。(欄が足りない場合、適宜追加してください)
〇令和３年８月２７日(金)までを目途に、ご記入いただいたメールアドレスへ景観フォーラムのURLを送付します。

〇お問合せ先 青森県県土整備部都市計画課 都市計画・景観グループ TEL 017-734-9681

「第１２回ふるさとあおもり景観賞」受賞作品

「第１３回ふるさとあおもり景観賞」受賞作品

公共建築物部門 鶴田町立歴史文化伝承館(鶴田町)
公共建築物部門 マテ小屋(六ヶ所村)

(特別賞)

屋外広告物部門 弘前市街観光誘導サイン(弘前市)
地域づくり活動部門 弘前工業高校お城隊(弘前市)
地域づくり活動部門 下北ジオダイニング(むつ市)

まちなみ部門 田中家住宅と周辺の景観(南部町)
公共建築物部門 十和田市役所本館(十和田市)
公共建築物部門 青森空港旅客ターミナルビル

リニューアル増改修(青森市)
民間建築物部門 こみせの宿ホテル逢春(黒石市)

地域づくり活動部門 弘前市仲町地区伝統的建造物群
保存会(弘前市)

地域づくり活動部門 乳井町おこし協力会史跡里山環境
美化活動(弘前市)

地域づくり活動部門 コミュニティスペース「ぬぐだまり」
(特別賞) (東通村)

地域づくり活動部門 北里農援隊による農園ボランティア
(特別賞) (十和田市)

パネルディスカッション「ウォーカブルシティと景観整備」
コーディネーター／北原 啓司(きたはら けいじ) 氏
パネリスト／物江 隆之(ものえ たかゆき) 氏、大木 和彦(おおき かずひこ) 氏

応募方法


